
 

は じ め に 

 

 

本格的な人口減少社会の到来と超高齢社会の進行に加え、安

定した雇用の減少による生活の不安定化、家庭や地域における

つながりの希薄化など、福祉を取り巻く状況は大きく変化し、

市民の抱える福祉課題も多様化・複雑化しています。 

このような地域の課題に対応するためには、既存の制度や枠

組みを超えた支援が求められ、市民・事業者・行政がともに協力し合って考え、決定し、

取り組んでいくことが必要となります。 

この度策定した「“こうべ”の市民福祉総合計画 2020」では、行政の取組みをはじめ

とした公的な支援の充実を図り、地域のボランティア活動など制度に基づかない支援を

広げる取組みを進めるとともに、これらを効果的に結びつける仕組みづくりを行ってい

くこととしています。 

市民一人ひとりの地域での安全で安心な生活が保障され、居場所と役割を得て生活で

きる地域社会を目指すことを基本理念としていますが、地域の様々な支援の力をつなぎ

合わせていくという意味を込め、「つながりと支え合いが織りなす市民福祉の実現」とい

う副題をつけています。    

今後、計画の推進にあたっては、市民・事業者のみなさまと本市との協働が欠かせま

せん。市民福祉の充実に向け、本市の取組みに対するご理解、ご支援とともに、積極的

な参画にご協力を賜りますようお願いいたします。 

 

平成 28 年３月 

                   神 戸 市 長 

 

 

ひ さ も と     き ぞ う 
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≪表紙のデザインについて≫ 

みなとや六甲の山並み、そして９区の花などをモチーフにして、思い

やりと優しさのあふれるまち“こうべ”を表現しました。 
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